
第７号

真剣な眼差しで
計算していました。

１００名を超える方が集まりました
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魂
に
お
い
て
頑
固

ソ
ウ
ル心

に
お
い
て
柔
軟

マ
イ
ン
ド

精
神
に
お
い
て
活
発

ス
ピ
リ
ッ
ト

気
付
い
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
！

石
垣
中
学
校
分
会

大
浜

和
幸

九
月
十
八
日
に
賃
金
学
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
（

給
「

与
明
細
書
」
か
ら
み
え
る
あ
な
た
の
生
活
）
で
、
実
際
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
使
っ
て
自
分
の
賃
金
が
ど
れ
だ
け
減
っ
た
の
か
を
再
確
認
し
た

り
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
へ
き
地
の
級
地
見
直
し
で
、
へ
き
地
の

級
地
が
見
直
さ
れ
れ
ば
ど
れ
だ
け
手
当
が
変
わ
る
か
な
ど
を
計
算
し

た
り
し
ま
し
た
。

私
の
場
合
、
年
間
十
二
万
円
、
四
年
間
で
四
十
八
万
円
程
度
削
減

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
も
し
そ
れ
だ
け
あ
っ
た
ら

何
が
で
き
た
か
想
像
し
た
り
、
も
ら
え
な
い
現
実
に
失
望
し
た
り
有

意
義
な
学
習
会
で
し
た
。

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。
蛙
を
器
の
中
に
入
れ
て
ゆ
っ
く
り
熱
す

る
の
と
、
最
初
か
ら
熱
湯
に
入
れ
る
の
と
で
は
ど
ち
ら
が
生
存
率
が

高
い
の
か
？
答
え
は
実
は
熱
湯
だ
そ
う
で
す
。
熱
湯
に
放
り
込
ま
れ

た
蛙
は
び
っ
く
り
し
て
必
死
に
飛
び
上
が
り
器
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と

す
る
の
で
助
か
る
そ
う
で
す
。
で
も
水
か
ら
入
っ
た
蛙
は
必
死
に
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
別
に
た
だ
そ
の
時
点
で
、
生
き
て
い
る
の
に
困

ら
な
い
か
ら
。
徐
々
に
ぬ
る
ま
湯
に
な
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
蛙
は

必
死
に
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
高
温
に
気
付
い
た
と
き
は
、
飛
び
出

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
い
、
体
力
も
失
い
、
茹
で
あ
が
り
死
ん
で
し
ま

う
そ
う
で
す
。

私
も
こ
の
水
か
ら
徐
々
に
茹
で
あ
が
る
蛙
の
よ
う
に
気
付
い
た
時

に
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
現
実
を
見
つ
め
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

歴史教科書問題八重山集会

「教科書に真実を！子どもたちに正し

い歴史を伝えよう」 南京虐殺・従軍慰

安婦・強制集団死、等々、日本軍の蛮行

が証言される中、次々と教科書から消さ

れていく。あれから２年、教科書はどう

変わっただろうか ・・・残念ながら文?

科省（国）の心はなかなか動かない。沖

縄（八重山）から真実の記述を求め続け

ていく必要がある。

沖縄県民集会と連動し、八重山集会を

開催できた事は大きな意義がある。子ど

もたちに真実を伝え、平和な社会を創る

ために声を上げていこう。

労金ソフトバレーボール大会

とき； ～１０ ３１ 土 １３：００月 日（ ）

ところ； メインアリーナ石垣市総合体育館

忙しい毎日ですが、だからこそ汗を流しません

か？ 参加希望の方は沖教組八重山支部書記局ま

で連絡をください。



気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

生活を守るためにも組合員を増やそう！
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九
ブ
ロ
組
織
運
動交

流
集
会
参
加
報
告

石
垣
第
二
中
学
校
分
会

上
原

邦
夫

十
月
十
日
～
十
一
日
と
那
覇
市
に
お
い
て
、

九
州
各
県
か
ら
多
く
の
仲
間
が
集
い
「
九
州
ブ

」

。

ロ
ッ
ク
組
織
運
動
交
流
集
会

が
開
催
さ
れ
た

各
県
と
も
組
合
加
入
率
が
低
迷
し
運
動
の
強
化

に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。

一
日
目
、
第
一
分
散
会
で
は
、
大
分
県
教
組

か
ら
レ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ
り
、
昨
年
の
教
職
員

採
用
・
昇
任
に
絡
む
不
正
事
件
か
ら
教
職
員
評

価
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
「
教
員
の
資
質
向
上

と
職
場
の
活
性
化
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
密
室
に
よ
る
評
価
で
あ
り
評
価
結
果
が
非

公
開
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
疑
心
暗
鬼
と
教
師
の

分
断
が
進
め
ら
れ
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
も

生
ま
れ
る
事
が
報
告
さ
れ
た
。

二
日
目
、
鹿
児
島
県
高
教
組
か
ら
は
、
組
合

員
の
減
少
、
活
動
の
活
性
化
を
理
由
に
支
部
統

合
を
行
い
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も

の
の
、
運
動
の
再
生
・
拡
大
強
化
に
取
り
組
む

様
子
が
報
告
さ
れ
た
。

、

こ
の
二
日
間
の
現
状
報
告
と
情
報
交
換
か
ら

仲
間
同
士
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
た
ゆ
ま
な

い
声
か
け
、
お
互
い
の
フ
ォ
ロ
ー
等
「
つ
な
げ

る
事
・
伝
え
る
事
」
を
地
道
に
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
、
各
分
会
・
支
部
そ
し
て
組
合
全
体

を
拡
大
、
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
決
意
を
確
認

し
合
っ
た
。

第41回九ブロ組織運動交流集会参加報告
川平小中分会 仲本 光枝

第４１回 日教組九州ブロック組織運動交流集会

が２００９年１０月１０日（土）～１１日（日 、）

。 、ホテルロイヤルオリオンで開催された 全体会では

九州協代表あいさつ（沖高教組執行委員長の松田さ

ん 、日教組代表あいさつ（日教組中央執行副委員）

長の高橋睦子さん 、基調提案（沖教組書記長の鈴）

木光次郎さん）がありました。

、 、代表あいさつでは 政権が民主党に変わったこと

民主党はマニフェストを実行すると言っているが、

しっかり監視していく必要がある。日教組は民主党

へ、高校の授業料無料化・教員免教更新制度の見直

し・全国学力テストの廃止等の５つ提言をしてい

る。また、病気休職者の増加は、学校五日制になっ

てから増加の傾向にある。人事院が廃止されると、

賃金の問題が出てくる。そのためには、過半数組織

の拡大をしていく必要がある。それから、基調提案

は、集会の目的・当面する課題の情勢・私たちの組

織運動を前進させるために等の提案がありました。

参加者全員で確認して分散会となりました。

参加して感じたことは、難しい政治的な話しもあ

りましたが、教職員が置かれている立場を知り、こ

れから何をしていかなければならないかがよくわか

った集会でした とにかく 組織拡大をすることだ！。 、

遠慮せずに声をかけていこうと思いました。みなさ

ん、職場で「声をかけ」をやってみよう。そして、

分会１名の加入を実現しよう！

日教組平和集会IN新潟

新潟で行われた日教組平和集会にレポートを

持って参加してきました 「八重山の軍事利用反。

対の取り組み」のテーマで発表しました。他県

から「自衛隊違憲について授業を行うと自衛隊

の親が学校へ抗議に来る 「交付金があるので、」

反対運動が広まらない」など、その地域ならで

はの意見が出されました。

２日目は「柏崎刈羽原子力発電所」へ見学に

行きました。地震の被害があり試験運転中でし

たが、地元の反対が

ある中、再開させよ

うとしている現実を

見てきました。また、

原子力発電の問題点

も学習することが出

来ました。


